
道
元
禅
師
の
霊
魂
観

霊
性

批
判
と
忌
辰

上
堂

と
の
間

吉

田

道

興

愛
知
学
院
大
学

は

じ

め

に

霊
魂

（
霊
・
魂
・
た
ま
）
の
概
念
を
漢
語
と
和
語
を
含
む
豊
富
な
用
例
が
あ
る
諸
橋
轍
次
著

大
漢
和
辞
典

巻
十
二
の

霊

と

魂

を
参

ま
で
に
抜
粋
す
る
。
ま
ず

霊

の
意
味
。

か
み
①
八
方
の
神
、
②
天
神
、
③
雲
の
神

、

く
し
び
、
す
ぐ
れ
て
神
妙
な
こ
と

、

た
ま
・
た
ま
し
い
①
亡
き
人
の
み
た
ま
、
②

万
有
の
精
気
・
元
気
、
③
人
身
の
精
気
、
④
死
者
に
対
す
る
尊
称

、

い
の
ち
・
命
数

、

す
ぐ
れ
た
も
の
・
傑
出
し
た
も
の

、

た
く

み
・
物
の
精
巧
な
も
の

、

あ
ら
た
か
・
鬼
人
に
祈
っ
て
し
る
し
あ
る
こ
と

、

き
き
め
あ
る
こ
と
・
医
薬
な
ど
の
効
験
あ
る
こ
と

、

み
い
づ
・
威
光

、

み
こ
・
か
ん
な
ぎ

な
ど
、
次
に

魂

の
意
味
。

た
ま
し
い
①
人
の
生
成
長
育
を
た
す
け
る
陽
気
。
精
神
を
主
る
を
魂
、
肉
体
を
つ
か
さ
ど
る
を
魄
と
い
ふ
。
②
精
神
。
肉
体
を
主
宰

す
る
も
の
。
魄
を
か
ね
て
の
称

、

こ
こ
ろ
、
お
も
ひ

。

こ
の
よ
う
に
挙
げ
て
み
る
と

霊
魂

の
も
つ
意
味
の
多
様
性
に
驚
く
。
和
語
中
の
古
語

く
し
び

と
は
、
霊
妙
・
不
思
議
、

み

道
元
禅
師
の
霊
魂
観
（
吉
田
道
興
）

一
三
一



い
づ

と
は

身
出
づ

と
い
う
意
味
。
古
語
の

た
ま

た
ま
し
い

み
た
ま

の
意
味
用
法
も
ほ
ぼ
同
様
と
見
な
し
得
る
。

な
お
、
中
村
元
著

仏
教
語
大
辞
典

で
は
、
【
霊
魂
】
れ
い
こ
ん

の
語
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

肉
体
か
ら
区
別
さ
れ
た

精
神
的
な
も
の
。
霊
は
不
可
思
議
な
も
の
を
意
味
す
る
。
た
だ
し
、
仏
教
で
は
精
神
と
肉
体
と
を
区
別
す
る
二
元
論
に
は
立
た
な
い
。

仏
教
の
基
本
的
立
場
は
、
周
知
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
は

無
我

で
あ
り
、

縁
起

性
の
存
在
で
あ
り
、
か
つ

身
心
一
如

と
し
、

我
（a

tm
a
n

）
・

神
我
（p

u
rsa

）

の
実
体
が
否
定
さ
れ
る
。
時
に
そ
の
語
が

霊
性

霊
知

真
我

覚
元

本
性

本
体

、

本
覚

本
我

と
訳
さ
れ
、
そ
の
存
在
を
主
張
す
る

先
尼
外
道

が
批
判
さ
れ
る
。

し
か
し
、
中
国
仏
教
で
は
、
そ
の

霊
魂

を

神

霊

魂

魄

鬼

と
も
称
し
、
長
年
に
わ
た
り
仏
教
は
儒
教
・
道
教
と

の
間
で

神
滅
不
滅

論
争
が
続
き
、
葬
祭
儀
礼
と
関
連
し
本
来
の
仏
教
と
は
異
な
る

神
不
滅

説
を
正
し
い
と
決
着
す
る
。
日
本
で

も
多
く
の
仏
教
信
者
お
よ
び
一
般
人
も
、
漠
然
と
し
な
が
ら
も
ア
ニ
ミ
ズ
ム
（
有
霊
観
）
的
思

よ
り
派
生
す
る

た
ま
・
た
ま
し
い

を

亡
き
人
の
み
た
ま

と
受
け
止
め
、
実
体
視
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日
本
曹
洞
宗
の
開
祖
道
元
（
一
二
〇
〇
〜
五
三
）
の
撰
述
書

正
法
眼
蔵

や

永
平
広
録

の
中
に

霊
魂

の
語
は
な
い
が
、
後

に
指
摘
す
る
ご
と
く
、
そ
れ
に
相
応
す
る
語
を
い
く
つ
か
用
い
て
い
る
。
以
下
、
最
初
に
道
元
の

先
尼
外
道

批
判
書
を
と
り
上
げ
、

次
に
報
恩
の

追
善

と

授
戒

の
あ
り
方
の
問
題
、
後
半
に
あ
た
か
も

霊
魂

を
肯
定
す
る
よ
う
な

聖
霊

魂
魄

等
の
語

句
を
含
む
忌
辰

上
堂

語
を
と
り
上
げ
る
。
す
な
わ
ち
道
元
は
、

霊
魂

を
一
方
で
否
定
し
つ
つ
、
他
方
で
肯
定
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
こ
の
ズ
レ
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
、
こ
の
矛
盾
す
る
両
論
の

間

に
は
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
の
か
。
こ
の
辺
の
と
こ
ろ
を

些
か
探
り
指
摘
し
て
み
た
い
。

道
元
禅
師
の
霊
魂
観
（
吉
田
道
興
）

一
三
二



一

霊
性

・

霊
知

批
判

道
元
は
、
い
わ
ゆ
る

霊
魂

の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
帰
朝
後
、
深
草
に
閑
居
し
て
い
た
寛
喜
三
年
（
一
二
三

一
）
中
秋
日
に

道
話

十
八
問
答
中
の
第
十
に

先
尼
外
道

の

霊
知

霊
性

批
判
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
示
そ
う
。

と
ふ
て
い
は
く
、
あ
る
が
い
は
く
、
生
死
を
な
げ
く
こ
と
な
か
れ
、
生
死
を
出
離
す
る
に
、
い
と
す
み
や
か
な
る
み
ち
あ
り
、
い

は
ゆ
る
、
心
性
の
常
住
な
る
こ
と
わ
り
を
し
る
な
り
、
そ
の
む
ね
た
ら
く
、
こ
の
身
体
は
、
す
で
に
生
あ
れ
ば
か
な
ら
ず
滅
に
う
つ

さ
れ
ゆ
く
こ
と
あ
り
と
も
、
こ
の
心
性
は
、
あ
へ
て
滅
す
る
こ
と
な
し
、
よ
く
、
生
滅
に
う
つ
さ
れ
ぬ
心
性
わ
が
身
に
あ
る
こ
と
を

し
り
ぬ
れ
ば
、
こ
れ
を
本
来
の
性
と
す
る
が
ゆ
え
に
、
身
は
こ
れ
か
り
の
す
が
た
な
り
、
死
此
生
彼
さ
だ
ま
り
な
し
、
心
は
こ
れ
常

住
な
り
、
去
・
来
・
現
在
か
は
る
べ
か
ら
ず
、
か
く
の
ご
と
く
し
る
を
、
生
死
を
は
な
れ
た
り
と
は
い
ふ
な
り
（
中
略
）
か
く
の
ご

と
く
い
ふ
む
ね
、
こ
れ
は
ま
こ
と
に
諸
仏
諸
祖
の
道
に
か
な
へ
り
や
、
い
か
む
。

し
め
し
て
い
は
く
、
い
ま
い
ふ
と
こ
ろ
の
見
、
ま
た
く
仏
法
に
あ
ら
ず
、
先
尼
外
道
が
見
な
り
。
い
は
く
、
か
の
外
道
の
見
は
、

わ
が
身
、
う
ち
に
ひ
と
つ
の
霊
知
あ
り
、
か
の
知
、
す
な
は
ち
縁
に
あ
ふ
と
こ
ろ
に
、
よ
く
好
悪
を
わ
き
ま
へ
、
是
非
を
わ
き
ま
ふ
、

痛
痒
を
し
り
、
苦
楽
を
し
る
、
み
な
か
の
霊
知
の
ち
か
ら
な
り
、
し
か
あ
る
に
、
か
の
霊
性
は
、
こ
の
身
の
滅
す
る
と
き
、
も
ぬ
け

て
か
し
こ
に
む
ま
る
る
ゆ
え
に
、
こ
こ
に
滅
す
る
と
み
ゆ
れ
ど
も
、
か
し
こ
の
生
あ
れ
ば
、
な
が
く
滅
せ
ず
し
て
常
住
な
り
、
と
い

ふ
な
り
。
か
の
外
道
が
見
、
か
く
の
ご
と
し
。

し
か
あ
る
を
、
こ
の
見
を
な
ら
ふ
て
仏
法
と
せ
む
、
瓦
礫
を
に
ぎ
っ
て
金
宝
と
お
も
は
ん
よ
り
も
な
ほ
お
ろ
か
な
り
、
癡
迷
の
は

づ
べ
き
、
た
と
ふ
る
に
も
の
な
し
。（
後
略
）

（

道
元
禅
師
全
集

第
二
巻
、

正
法
眼
蔵

別
輯
一
、
四
七
二
頁
。
春
秋
社
）

道
元
禅
師
の
霊
魂
観
（
吉
田
道
興
）
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三



同
様
な

先
尼
外
道

批
判
は
、
深
草
興
聖
寺
の
在
住
時
代
の
延
応
五
年
（
一
二
三
四
）
五
月
、
門
下
に
示
し
た

正
法
眼
蔵

即

心
是
仏

巻
に
も
見
ら
れ
る
。
次
に
引
用
す
る
。

外
道
の
た
ぐ
ひ
と
な
る
と
い
ふ
は
、
西
天
竺
国
に
外
道
あ
り
、
先
尼
外
道
と
な
づ
く
。
か
れ
が
見
処
の
い
は
く
は
、
大
道
は
わ
れ

ら
が
い
ま
の
身
に
あ
り
、
そ
の
て
い
た
ら
く
は
、
た
や
す
く
し
り
ぬ
べ
し
。
い
は
ゆ
る
、
苦
楽
を
わ
き
ま
へ
、
冷
暖
を
自
知
し
、
痛

を
了
知
す
。
万
物
に
さ
へ
ら
れ
ず
、
諸
境
に
か
か
は
れ
ず
。
物
は
去
来
し
、
境
は
生
滅
す
れ
ど
も
霊
知
は
つ
ね
に
あ
り
て
不
変
な

り
。
こ
の
霊
知
、
ひ
ろ
く
周
遍
せ
り
。
凡
聖
含
霊
の
隔
異
な
し
。（
中
略
）
ま
た
真
我
と
称
し
、
覚
元
と
い
ひ
、
本
性
と
称
し
、
本

体
と
称
す
。
か
く
の
ご
と
く
の
本
性
を
さ
と
る
を
、
常
住
に
か
へ
り
ぬ
る
と
い
ひ
、
帰
真
の
大
士
と
い
ふ
。
こ
れ
よ
り
の
ち
は
、
さ

ら
に
生
死
に
流
転
せ
ず
、
不
生
不
滅
の
性
海
に
証
入
す
る
な
り
。
こ
の
ほ
か
は
真
実
に
あ
ら
ず
。
こ
の
性
あ
ら
は
さ
ざ
る
ほ
ど
三

界
・
六
道
は
競
起
す
る
と
い
ふ
な
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
先
尼
外
道
が
見
な
り
。

（
同
右
第
一
巻
、

正
法
眼
蔵

第
五
、
五
三
〜
四
頁
。
春
秋
社
）

こ
の
よ
う
に
四
十
歳
前
後
の
若
き
道
元
は
、

霊
知

霊
性

の
語
を
用
い
て
い
わ
ゆ
る

霊
魂

の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
点
に
関
し
、
道
元
は
仏
教
の
基
本
的
教
義
の
理
解
と
展
開
を
し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
こ
に
少
し
も
ズ
レ
が
な
い
と
い
え
る
。

二

父
母
・
師
匠
等
の
葬
儀
と
報
恩

中
国
の
北
宋
時
代
・
崇
寧
二
年
（
一
一
〇
三
）
に
長
蘆
宗

（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た

禅
苑
清
規

巻
八
に
は
、

亡

僧

と

尊
宿
遷
化

に
伴
う
葬
儀
次
第
が
綴
ら
れ
て
い
る
が
、
在
家
用
の
葬
儀
に
関
し
て
は
何
の
記
述
も
な
い
。
南
宋
時
代
・
宝
慶
年

間
前
後
（
一
二
二
四
〜
二
八
）
に
入
宋
し
た
道
元
が
帰
朝
し
、
深
草
興
聖
寺
と
越
前
永
平
寺
に
お
い
て
依
用
し
た
の
は

禅
苑
清
規

で

道
元
禅
師
の
霊
魂
観
（
吉
田
道
興
）

一
三
四



あ
る
。
圭
室
諦
成
氏
は
、

禅
苑
清
規

に
は
、
儒
教
の
葬
祭
儀
礼
や
浄
土
教
・
密
教
の
影
響
が
強
く
現
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る

（

葬
式
仏
教

大
法
輪
閣
）。
確
か
に

下
火

十
念
阿
弥
陀
経

や

挙
火

十
念

散
念
仏
銭

、

念
誦

に
は
浄
土
・
往
生
の

用
語
等
が
多
数
入
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
日
本
に
お
け
る

原
始
曹
洞
宗
教
団

で
あ
る
興
聖
寺
と
永
平
寺
で
は
、
お
そ
ら
く
在
家
向
け
の
葬
儀
の
規
定
は
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
文
献
上
、
そ
の
資
料
が
ま
っ
た
く
な
い
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
庶
民
は
さ
て
お
き
貴
族
や
武
士
・
豪
族
等
に
対
し
葬
儀

を
し
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

無
常

や

十
念

大
悲
呪

を
唱
え
る
こ
と
な
ど
を
し
た
可
能
性
が
あ
る
、

時
代
は
下
る
が

山
清
規

に
は
、

尊
宿
遷
化

と

亡
僧

と
共
に

亡
者
回
向

と

檀
那
諷
経

の
章
（
項
目
）
が
あ
り
、

そ
の
頃
か
ら

亡
僧

葬
儀
に
準
じ
て
在
家
葬
儀
が
徐
々
に
行
な
わ
れ
始
め
た
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
点
は
、
後
に
触
れ
る
よ
う
に

没

後
作
僧

問
題
と
関
わ
る
。

道
元
が

追
善

（
葬
儀
）
や

授
戒

の
あ
り
方
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
箇
所
が

随
聞
記

に
所
載
す
る
。
ま
ず

父
母
の
報
恩

（＝

追
善
）

等
に
関
し
、
懐

と
道
元
と
の
間
で
、
次
の
よ
う
な
問
答
を
交
わ
し
て
い
る
。

夜
話
の
次
に
、

公
、
問
て
云
、
父
母
の
報
恩
等
の
事
、
可

作
耶
。

示
云
、
孝
順
は
尤
も
所

用
也
。
但
し
、
其
孝
順
に
、
在

在
家
出
家
之
別

在
家
は
孝
経
等
の
説
を
守
り
て
、
生
を
つ
か
ふ
、
死

に
つ
か
ふ
る
こ
と
、
世
人
皆
知
り
。
出
家
は
棄

恩
、
入

無
為

無
為
の
家
の
作
法
は
、
恩
を
一
人
に
不

限
、
一
切
衆
生
斉
く
父

母
の
、
恩
の
如
く
深
し
と
思
て
、
所
作
善
根
を
、
法
界
に
め
ぐ
ら
す
。
別
し
て
今
生
一
世
の
父
母
に
不

限
。
是
、
則
、
不

背

無

為
道

也
。
日
々
の
行
道
、
時
時
の
参
学
、
只
、
仏
道
に
随
順
し
も
て
ゆ
か
ば
、
其
を
真
実
の
孝
道
と
す
る
也
。
忌
日
の
追
善
、
中

陰
の
作
善
な
ん
ど
、
皆
在
家
に
所

用
也
。
衲
子
は
、
父
母
の
恩
の
深
き
事
を
ば
、
如

実
可

知
。
余
の
一
切
、
又
、
同
く
重
し
て

道
元
禅
師
の
霊
魂
観
（
吉
田
道
興
）
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五



可

知
。
別
し
て
一
日
を
し
め
て
、
殊
に
善
を
修
し
、
別
し
て
一
人
を
わ
き
て
、
回
向
を
す
る
は
、
非

仏
意

。
戒
経
の
、
父
母

兄
弟
、
死
亡
の
日
、
の
文
は
、
暫
く
令

蒙

於
在
家

。
大
宋
叢
の
衆
僧
、
師
匠
の
忌
日
に
は
、
其
儀
式
あ
れ
ど
も
、
父
母
の
忌

日
に
は
、
是
を
修
し
た
り
と
も
見
ざ
る
也
。

（

道
元
禅
師
全
集

第
七
巻
、

正
法
眼
蔵
随
聞
記

巻
三
、
九
八
頁
。
春
秋
社
）

父
母
や
師
匠
に
対
す
る
報
恩
・
追
善
に
つ
い
て
在
家
と
出
家
に
は
、
相
違
が
あ
る
と
い
う
も
の
。
在
家
者
は
、
儒
教
の

孝
経

等
に

示
す
よ
う
に
生
前
中
は
親
に
仕
え
、
親
の
死
後
は
供
養
し
（
先
祖
崇
拝
）、
子
孫
を
残
す

孝
順
心

を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

忌
日
に
追
善
法
要
や
中
陰
の
作
善
供
養
を
行
う
。
出
家
者
は
、
結
局

棄
恩
入
無
為

に
帰
す
る
こ
と
。
語
句
の

無
為
に
入
る

に
老

荘
思
想
の
痕
跡
を
残
す
が
、
一
世
一
代
の
父
母
に
限
ら
ず
、
報
恩
を
広
く
法
界
に
め
ぐ
ら
し
仏
道
に
随
順
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
い

う
。
留
学
の
体
験
か
ら
南
宋
の
叢
林
で
は
、

上
堂

な
ど
を
師
匠
の
忌
日
に
修
す
が
、
父
母
の
た
め
に
修
す
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
主

旨
で
あ
る
。

次
に
臨
終
前
夜
の

授
戒

の
関
す
る
説
示
を
み
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

示
云
、
学
道
の
人
は
後
日
を
待
て
、
行
道
せ
ん
と
思
ふ
こ
と
な
か
れ
。
只
今
日
今
時
を
過
ご
さ
ず
し
て
、
日
々
時
々
を
勤
む
べ
き

也
。
爰
に
、
あ
る
在
家
人
、
長
病
あ
り
。
去
年
の
春
の
比
、
相
契
て
云
く
、
当
時
の
病
、
療
治
し
て
、
妻
子
を
捨
て
、
寺
の
辺
に
庵

室
を
構
へ
て
、
一
月
両
度
の
布
薩
に
逢
、
日
々
の
行
道
、
法
門
談
議
を
見
聞
し
て
、
随
分
に
戒
行
を
守
り
て
、
生
涯
を
送
ら
ん
と
云

し
に
、
其
後
、
種
々
に
療
治
す
れ
ば
、
少
し
き
減
気
在
り
し
か
ど
も
、
又
増
気
在
り
て
、
日
月
空
く
過
ご
し
て
、
今
年
正
月
よ
り
、

俄
か
に
大
事
に
な
り
て
、
苦
痛
次
第
に
責
る
呈
に
、
思
ひ
き
り
て
日
比
支
度
す
る
庵
室
の
具
足
、
運
び
て
造
る
呈
の
𨻶
も
な
く
、
苦

痛
逼
呈
に
、
先
づ
人
の
庵
室
を
借
り
て
移
り
居
て
、
纔
に
一
両
月
に
死
去
し
ぬ
。
前
夜
菩
薩
戒
を
受
、
三
宝
に
帰
し
て
、
臨
終
よ
く

て
終
り
た
れ
ば
、
在
家
に
て
狂
乱
し
て
、
妻
子
に
愛
を
発
し
て
、
死
な
ん
よ
り
は
、
尋
常
な
れ
ど
も
、
去
年
思
よ
り
た
り
し
時
、
在
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家
を
離
て
寺
に
近
づ
き
て
、
僧
に
馴
て
一
年
行
道
し
て
終
り
た
ら
ば
、
勝
れ
た
ら
ま
し
と
、
存
る
に
つ
け
て
も
、
仏
道
修
行
は
、
後

日
を
待
つ
ま
じ
き
と
、
覚
る
な
り
。（
後
略
）

（
同
右
、

正
法
眼
蔵
随
聞
記

巻
一
、
五
六
〜
七
頁
。
春
秋
社
）

あ
る
在
家
人
（
貴
族
か
）
が
長
病
し
、
出
家
を

え
精
進
し
て
い
る
間
、
一
時
、
回
復
傾
向
が
み
え
、
そ
れ
を
と
り
止
め
て
い
た
が
、

急
に
病
状
が
悪
化
し
死
去
し
て
し
ま
っ
た
。
臨
終
前
夜
に
三
宝
に
帰
依
し

菩
薩
戒

を
受
け
た
は
い
い
が
、
一
年
ほ
ど
前
に
出
家
し
行

道
し
て
生
涯
を
終
え
て
い
れ
ば
一
層
勝
れ
て
い
た
。
出
家
を
先
延
ば
し
す
る
な
ど
、
仏
道
修
行
は
後
日
を
待
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も

の
。
こ
こ
で
は
、

臨
終
授
戒

の
事
例
に
留
意
し
た
い
。
こ
れ
は
既
に
平
安
時
代
の
貴
族
た
ち
の

日
記

類
に
見
ら
れ
る

願
行

や

受
戒
信
仰

の
展
開
と
み
な
し
得
る
。
否
定
的
文
意
か
ら

臨
終
出
家

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で

受
戒
（
授
戒
）

問
題
は
、

不
落
因
果

と

不
昧
因
果

の
因
果
問
題
と
関
連
し
、

正
法
眼
蔵

大
修
行

巻
・

深
信
因
果

巻
の
文
中
に
禅
宗
内
で
有
名
な

百
丈
野
狐
話

を
引
き
縷
々
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

大
修
行

巻
の
部
分
を

と
り
挙
げ
て
み
よ
う
。

老
非
人
、
ま
た
今
百
丈
に
告
し
て
い
は
く
、
乞
依
亡
僧
事
例
。
こ
の
道
、
し
か
る
べ
か
ら
ず
。
百
丈
よ
り
こ
の
か
た
、
そ
こ
ば
く

の
知
識
、
こ
の
道
を
疑
着
せ
ず
、
お
ど
ろ
か
ず
。
そ
の
宗
趣
は
、
死
野
狐
い
か
に
し
て
か
亡
僧
な
ら
ん
、
得
戒
な
し
、
威
儀
な
し
、

僧
宗
な
し
。
か
く
の
ご
と
く
な
る
物
類
、
み
だ
り
に
亡
僧
の
事
例
に
依
行
せ
ば
、
未
出
家
の
何
人
死
、
と
も
に
亡
僧
の
例
に
準
ず
べ

き
な
ら
ん
。
死
優
婆
塞
・
死
優
婆
夷
、
も
し
請
す
る
こ
と
あ
ら
ば
、
死
野
狐
の
ご
と
く
亡
僧
の
事
例
に
依
準
す
べ
し
。
依
例
を
も
と

む
る
に
、
あ
ら
ず
、
き
か
ず
、
仏
道
に
そ
の
事
例
を
正
伝
せ
ず
。
お
こ
な
は
ん
と
お
も
ふ
と
も
、
か
な
ふ
べ
か
ら
ず
。
い
ま
百
丈
の
、

依
法
火
葬
す
、
と
い
ふ
、
こ
れ
あ
き
ら
か
な
ら
ず
、
お
そ
ら
く
あ
や
ま
り
な
り
。
し
る
べ
し
、
亡
僧
の
事
例
は
、
入
涅
槃
堂
の
功
夫

よ
り
、
到
菩
提
園
の

道
に
お
よ
ぶ
ま
で
、
み
な
事
例
あ
り
て
み
だ
り
な
ら
ず
。
岩
下
の
死
野
狐
、
た
と
ひ
先
百
丈
の
自
称
す
と
も
、
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い
か
で
か
大
僧
の
行
李
あ
ら
ん
、
仏
祖
の
骨
髄
あ
ら
ん
、
た
れ
か
先
百
丈
な
る
こ
と
を
証
拠
す
る
。
い
た
づ
ら
に
野
狐
精
の
変
怪
を

ま
こ
と
な
り
と
し
て
、
仏
祖
の
法
儀
を
軽
漫
す
べ
か
ら
ず
。
仏
祖
の
児
孫
と
し
て
は
、
仏
祖
の
法
儀
を
お
も
く
す
べ
き
な
り
。
百
丈

の
ご
と
く
、
請
す
る
に
ま
か
す
る
こ
と
な
か
れ
。
一
事
・
一
法
も
あ
ひ
が
た
き
な
り
。
世
俗
に
ひ
か
れ
、
人
情
に
ひ
か
れ
ざ
る
べ
し
。

（
同
右
、
第
二
巻
、

正
法
眼
蔵

第
六
八
巻
、
一
九
一
頁
。
春
秋
社
）

そ
も
そ
も

百
丈
野
狐
話

の
公
案
は
、

不
落
因
果

と

不
昧
因
果

の
課
題
を
修
行
者
に
思
索
推
敲
さ
せ
る
た
め
の
教
材
で
あ

り

創
作

と
い
え
る
。
道
元
は

い
た
づ
ら
に
野
狐
精
の
変
怪
を
ま
こ
と
な
り
と
し
て
、
仏
祖
の
法
儀
を
軽
漫
す
べ
か
ら
ず

と
看
破

し
て
い
る
。
問
題
は

乞
依
亡
僧
事
例

す
な
わ
ち
百
丈
懐
海
が

野
狐
精

を
教
化
し
、
野
狐
（
畜
生
）
に
も
か
か
わ
ら
ず

亡
僧

の
扱
い
で

授
戒

の
有
無
は
不
明
な
が
ら
火
葬
（
葬
儀
）
に
付
し
た
（＝

脱
野
狐
）
と
い
う
点
で
あ
る
。

道
元
は
、
野
狐
が
ど
う
し
て

亡
僧

の
処
遇
を
受
け
る
の
か
。
僧
と
し
て
の
戒
律
・
威
儀
・
僧
宗
（
僧
の
お
お
も
と
）
は
何
も
な
い
。

こ
れ
が
許
容
さ
れ
る
な
ら
ば
、
未
出
家
の
人
す
べ
て
が

亡
僧

と
し
て
葬
儀
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
在
家
信
者
の
要
請
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
に
応
じ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
在
家
信
者
が
、
ど
う
し
て

大
僧
の
行
履
（
行
実
）

や

仏
祖
の
骨
髄
（
真

髄
）

を
備
え
て
い
る
と
い
え
る
の
か
、
と
い
う
も
の
。
後
代
、

山
の
時
代
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
現
在
、
教
団
が
修
し
て

い
る
在
家
葬
儀
の

没
後
作
僧

は
、
前
述
の
道
元
の
立
場
（
宗
旨
）
か
ら
い
え
ば
明
確
に
否
定
さ
れ
る
。
ま
し
て
や

畜
生
授
戒

畜
生
葬
儀

は
論
外
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
が
曹
洞
宗
教
団
は
、
室
町
期
以
降
、
特
に
近
世
に
お
い
て
葬
式
と
授
戒
の
普
及
に
よ
っ

て
拡
大
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
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三

永
平
広
録

中
の
忌
辰

上
堂

と
弔
慰

頌
古

道
元
は
、
前
述
の
論
旨
か
ら
も
出
家
者
（
尊
宿
遷
化
・
亡
僧
）
に
対
し
て
の
葬
儀
は

禅
苑
清
規

に
則
り
修
し
て
い
た
が
、
一
般
在

家
者
の
葬
儀
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
強
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
補
う
よ
う
に
在
家
死
亡
者
へ
の

弔
慰

を
表
す
忌

辰

上
堂

を
出
家
者
と
同
様
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が

永
平
広
録

に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
次
に
そ
れ
ら
の

上
堂

語
と

頌
古

を
便
宜
的
に
出
家
者
と
在
家
者
に
わ
け
、
そ
の
所
収
箇
所
を
列
挙
す
る
。

出
家
者

（
１
）
天
童
和
尚
忌
﹇

、

、

、

、

、

、

﹈、（
２
）
仏
樹
和
尚
忌
﹇

、

﹈、（
３
）
千
光
禅
師
忌
﹇

、

﹈、

（
４
）
覚
晏
和
尚
忌
〔
懐
鑑
の
要
請
〕﹇

﹈、（
５
）
僧
海
忌
﹇

、

﹈、（
６
）
慧

忌
﹇

﹈、（
７
）
懐
鑑
忌
〔
義
準
の
要
請
〕

﹇

﹈、（
８
）

看
然
子
終
焉
語
二
種

﹇
広
録
巻
十

頌
古

26
、
27
﹈

在
家
者

（
１
）
源
亜
相
忌
﹇

、

﹈、（
２
）
先

忌
﹇

、

﹈、（
３
）
先

忌
〔

信
比
丘
尼
の
要
請
〕﹇

﹈、（
４
）
先

忌
〔
懐

義
比
丘
尼
の
要
請
〕﹇

﹈、（
５
）

訪
禅
人
亡
子

﹇
広
録
巻
十

頌
古

32
﹈

（﹇

﹈
の
数
字
は

永
平
広
録

（

道
元
禅
師
全
集

第
三
〜
四
巻
。
春
秋
社
）
の
編
集
番
号
）

前
掲
の

随
聞
記

に
お
い
て
、

父
母
の
報
恩
等
の
事

の
問
答
で
そ
の

孝
順

に
在
家
と
出
家
の
別
が
あ
る
と
示
し
て
い
た
。

こ
の

永
平
広
録

の

上
堂

語
の
文
中
に
あ
る

廻
向
・
本
孝

﹇

﹈
や

孝
順

﹇

﹈、
さ
ら
に

知
恩

お
よ
び

報
恩

﹇

﹈
の
語
句
等
に
亡
き
人
へ
の

報
恩

の
心
情
が
直
に
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

道
元
禅
師
の
霊
魂
観
（
吉
田
道
興
）

一
三
九



正
師
如
浄
の

天
童
（
二
三
回
）
忌

に
は
、

今
日
、
焼
香
す
、
先
師
古
仏
。
知
ら
ず
、
鼻
孔
、
何
方
に
か
現
在
す
る
。
今
五
千
里

海
悲
涙
を
縦
ち
、
二
十
年
来
、
幾
た
び
か
腸
を
断
ち
し

﹇

﹈（
原
漢
文
。
以
下
同
）、
二
七
回
忌
に

（
前
略
）
恩
を
恋
う
る
年
月
、
雲

何
ぞ
綻
び
ん
、
涙
衲
衣
を
染
め
、
紅
に
し
て
斑
な
ら
ず

﹇

﹈
と
述
べ
、
遷
化
し
何
十
年
か
経
過
し
て
も
紅
涙
を
振
り
絞
り
追
慕
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
実
父
と
想
定
さ
れ
る

源
亜
相
忌
上
堂

に
は
、

父
母
の
恩
を
報
ず
る
、
乃
ち
世
尊
の
勝
躅
な
り
。
恩
を

知
り
恩
に
報
い
る
底
句
、
作

生
か
道
わ
ん
。
恩
を
棄
て
て
早
く
無
為
の
郷
に
入
る
。
霜
露

ぞ
消
え
ざ
ら
ん
慧
日
の
光
、
九
族
天
に
生

ず
、
な
お
慶
ぶ
べ
し
、
二
親
報
地
、
あ
に
荒
唐
な
ら
ん
や
（
後
略
）

と
出
家
の
本
分
を
淡
々
と
述
べ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、

愛
弟
子
の
僧
海
へ
の
二
度
に
わ
た
る

上
堂

語
や
入
宋
時
の
同
侶
と
推
定
で
き
る
廓
然
（
然
子
）
へ
の

頌
古

お
よ
び
在
宋
時
に
交

流
の
あ
っ
た
全
禅
人
（
居
士
）
の
亡
き
子
へ

頌
古

に

慰
霊

哀
惜

の
念
が
深
く
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
例
文
は
、
紙
幅
の
関

係
に
よ
り
割
愛
す
る
。

永
平
広
録

の

上
堂

語
中
に

霊
魂

と
関
連
す
る
用
語
に

聖
霊

と

魂
魄

の
二
語
、

頌
古

中
に

英
霊

の
語

が
あ
る
。
次
に
そ
の
部
分
の
文
節
を
抜
粋
し
、
意
味
を
探
ろ
う
。

一

懐
鑑
首
座
、
先
師
覚
晏
道
人
の
た
め
に
上
堂
を
請
う

﹇

﹈

前
来
の
孝
順
、
誰
人
か
斉
肩
な
ら
ん
。
今
日
の
廻
向
、
聖
霊

鑑
せ
ん
。
弟
子
の
先
師
仰
ぐ
深
志
は
先
師
独
り
知
る
。
先
師
の
弟

子
を
憐
れ
む
の
慈
悲
は
弟
子
一
り
知
る
。（
原
漢
文
。
以
下
同
）

二

亡
僧
僧
海
首
座
の
た
め
の
上
堂

﹇

﹈

夜
来
、
僧
海
枯
れ
ぬ
。
雲
水
、
幾
か
嗚
呼
す
。
底
に
徹
し
て
、
汝
見
ゆ
と
い
え
ど
も
、
胸
に
満
て
る
涙
、
湖
を

す
。
作
に
一
払

を
拈
じ
て
魂
魄
を
打
つ
。
一
語
、
臨
行
し
て
蘇
る
を
待
た
ず
。
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三

人
定
亥

﹇
広
録
巻
十

頌
古

﹈

（
前
略
）
舌
端
に
眼
を
具
う
英
霊
の
漢
、
敵
に
勝
っ
て
他
に
還
す
獅
子
の
児

こ
の
（
一
）
の

聖
霊

と
は
、
道
元
が
懐
鑑
に
代
わ
り
日
本
達
磨
宗
大
日
能
忍
の
弟
子
覚
晏
（
生
没
年
不
詳
）
の
亡
き

み
た
ま

を
尊
称
し
た
も
の
。（
二
）
の

魂
魄

も
中
国
の
陰
陽
思
想
に
よ
り
説
示
さ
れ
る
語
句
で
あ
り
、
僧
海
の
亡
き

い
の
ち

を
指
す
も

の
。
い
ず
れ
も
実
体
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
二
語
は

死
霊

の
存
在
を
暗
に
認
め
て
い
る
節
も
窺
え
る
。
ま
た
俗
信
に

属
す
る
死
後
の
世
界
の
裁
判
官

閻
魔

（
閻
老
）
も
忌
辰

上
堂

﹇

﹈
と

頌
古

﹇
32
﹈
に
見
え
る
。
次
の
（
三
）
の

英
霊

は
、

十
二
時

（
十
二
支
）
中
の

人
定
亥

（
夜
四
ツ
時
）
が
具
え
る

す
ぐ
れ
た
霊
気

を
指
す
。

前
掲
の

霊
魂

に
関
す
る
類
語
は
、

正
法
眼
蔵

中
に
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
の
で
触
れ
て
お
き
た
い
。
次
に
そ
の
代
表
例
を
挙

げ
て
み
る
。（﹇

﹈
は

正
法
眼
蔵

巻
名
を
示
す
。）

四

四
句

を
き
く
に
得
道
す
、
一
句
子
を
き
く
に
得
道
す
。
四
句

お
よ
び
一
句
子
、
な
に
と
し
て
か
恁

の
霊
験
あ
る

﹇
伝

衣
﹈

五

大
梅
山
護
聖
寺
の
旦
過
に
宿
す
る
に
、
大
梅
祖
師
き
た
り
、
開
華
せ
る
一
枝
の
梅
を
さ
づ
く
る
霊
夢
を
感
ず

﹇
嗣
書
﹈

六

し
づ
か
に
雪
峰
の
諸
方
に
参
学
せ
し
筋
力
を
か
へ
り
み
れ
ば
、
ま
こ
と
に
宿
有
霊
骨
の
功
徳
な
る
べ
し

﹇
行
持
上
﹈

七

む
か
は
ず
し
て
愛
語
を
き
く
は
、
肝
に
銘
じ
魂
に
銘
ず

﹇
四
摂
法
﹈

（
四
）
の

霊
験

は
神
仏
等
の
示
す
不
思
議
な
効
験
功
徳
、（
五
）
の

霊
夢

も
同
様
の
不
思
議
な
夢
告
・
啓
示
・
お
告
げ
、

（
六
）
の

宿
有
霊
骨

は
元
よ
り
備
わ
っ
て
い
る
霊
妙
な
骨
相
・
非
凡
な
性
（
た
ち
）
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
特
に

霊
験

や

霊

夢

は
、
当
時
（
中
世
）
の
人
々
が
一
般
的
に
備
え
て
い
た
心
情
な
い
し
宗
教
心
で
あ
る
。
例
え
ば
栂
尾
明

の

夢
記
（
ゆ
め
の
き
）

道
元
禅
師
の
霊
魂
観
（
吉
田
道
興
）
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は
有
名
で
あ
り
、

山
の

洞
谷
記

中
に
も
神
秘
的

瑞
夢

感
夢

が
出
て
く
る
。

ゆ
め
う
つ
つ

の
間
、
異
次
元
世
界
と
の

感
通
・
感
応

を
表
し
、
深
層
心
理
学
の
格
好
の
対
象
と
な
る
。（
七
）
の

魂

は

肝

と
合
わ
せ
共
に
深
く
刻
み
込
む

こ
こ

ろ

、

感
銘

す
る
意
で
あ
る
。

お

わ

り

に

正
法
眼
蔵

中
に
は
、

業

輪
廻

お
よ
び

中
有

関
連
の
用
語
が
多
数
頻
出
す
る
。
例
え
ば
、

輪
廻
・
流
転
・
悪
趣
・
六

欲
天
・
生
死
界
・
三
界
・
五
道
・
六
道
・
浄
土
・
天
堂
、
本
有
・
中
有
・
中
陰
、
続
善
根
・
宿
善
・
宿
殖
の
善
種
・
宿
殖
陀
羅
尼
の
善
根

力
、
修
因
感
果
・
因
円
果
満
・
積
功
累
徳
・
断
善
根
・
宿
生
の
悪
業
力
・
宿
殖
般
若
の
種
子
・
業
報
の
遂
堕
・
悪
業
の
所
感
、
生
生
・
世

世
、
今
生
・
今
世
、
生
を
か
へ
身
を
か
へ
て
も

等
が
仏
道
修
行
の
あ
り
方
を
叙
述
す
る
中
に
出
て
く
る
。
こ
れ
ら
は
、
同
時
に

霊

魂

と
の
関
係
で
追
求
し
理
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
上
で
全
面
的
に
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
点
、
角
田
泰
隆
著

正
法
眼

蔵
に
お
け
る
輪
廻
観

と
下
室
覚
道
著

正
法
眼
蔵
に
お
け
る
中
有
観

（

葬
祭
｜
現
代
的
意
義
と
課
題
｜

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、

所
収
論
文
。
二
〇
〇
三
年
三
月
）
の
成
果
に
譲
り
た
い
。

道
元
は
、
青
壮
年
期
に
お
い
て

霊
魂

の
存
在
を
明
確
に
否
定
し
た
。
こ
れ
は

理
法
（
道
理
）

の
立
場
。
し
か
し
、
一
方
で
中

年
期
以
降
、
亡
き
人
へ
の
追
慕
・
慰
霊
に
お
い
て
、
出
家
者
に
は

葬
儀

と

上
堂

、
在
家
者
に
は

上
堂

を
修
し
て
い
た
。
こ

れ
は

事
法
（
現
実
）

の
立
場
。
つ
ま
り
、
道
元
に
は
そ
の
両
面
を
保
有
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
道
元
は
、
在
家
者
の

葬
儀

を
行
っ
て
は
い
な
い
が
、
出
家
者
在
家
者
を
問
わ
ず

亡
き
人

に
対
す
る
真

な

思
い
入
れ

や

記
憶

な
ど
と
共
に
強
い

追

慕

や

慰
霊

の
心
情
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を

上
堂

や

頌
古

に
吐
露
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
庶
民
の
も
つ
土
俗
的
な

霊

道
元
禅
師
の
霊
魂
観
（
吉
田
道
興
）
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魂

の
実
在
観
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
そ
の

追
慕

や

慰
霊

は
容
易
に

霊
魂

の
存
在
を
認
め
る
過
程

に
あ
る
と
述
べ
る
こ
と
も
出
来
る
。
前
述
の
如
く
道
元
の
内
面
に
は
、
理
法
と
事
法
の
両
面
が
矛
盾
な
く
同
居
し
て
い
た
の
で
あ
る
、
と

理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
や
が
て

山
が
在
家
者
側
の

霊
魂

観
に
立
脚
し
、
永
光
寺
や
總
持
寺
で
行
っ
た

亡
者
廻
向

檀
那
諷

経

、
そ
し
て
在
家

葬
儀

へ
と
展
開
し
て
い
く
。
道
元
の
内
面
に
、
そ
の
要
素
が
す
で
に
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
、
と
も
い
え
る
。

道
元
禅
師
の
霊
魂
観
（
吉
田
道
興
）

一
四
三
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